
と
じ
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一昭和59年3／」20日発イー∫

59／3

（Nα：347）

夢み畔
広・r◆市民憲章◆

会合の時間を正しく守りましよう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましよう

　　（昭和41年4月1日制定）

発行所：日向市本町10番5号　日向市役所総務課容②2111

春
告
げ
る

“
シ
ロ
ウ
オ
漁
”

　
“
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
”
と
い
う
よ
う
に
、
三
月
も
彼
岸
を
過
ぎ
た
き
ょ
う
こ
の
ご
ろ
に
な
る
と
日
中
の
気
温
も
だ
ん
だ

ん
上
っ
て
、
も
う
“
寒
い
冬
”
に
逆
も
ど
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
内
に
も
よ
う
や
く
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
半
川
で
は
、
名
物
の
シ
ロ
ウ
オ
漁
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
シ
ロ
ウ
オ
漁
は
、
「
網
場
（
あ
ば
）
」
と
呼
ば
れ
る
竹
ザ
サ
の
し
か
け
を
使
っ
て
、
直
径
一
塁
ほ
ど
の
大
き
な
網

で
す
く
い
ま
す
。

　
漁
を
し
て
い
る
是
則
敦
水
さ
ん
（
六
十
八
歳
）
は
、
　
「
こ
と
し
は
寒
さ
が
き
び
し
く
、
例
年
に
な
く
時
期
が
遅
れ
ま
し
た
。

こ
の
漁
が
始
ま
る
と
ほ
ん
と
う
の
春
が
来
る
と
い
い
ま
し
て
ネ
、
シ
ロ
ウ
オ
を
“
春
を
告
げ
る
魚
”
と
も
言
う
ん
で
す
ゆ
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
シ
ロ
ウ
オ
は
体
長
三
、
四
弛
ン
の
透
き
通
っ
た
魚
で
、
”
踊
り
食
い
”
、
“
玉
子
と
じ
”
、
“
天
ぷ
ら
”
な
ど
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

雛

謹繍タ
　｝r
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幽閉騰
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製
藩

　
　
、
彦
　
6
類

ユノ
・
　
蒐

、

醜

＼
漆

　
演
凝
、
’
・
㌦

　
　
　
　
ノ
．

～
∵
碧
準

　
一
二
三
ぜ

ピ　怐
D

蔓㌶

駕

雛
ゆ
ひ

ミ
ゴ

暴
慰
蘇

㌔
・
華
鷺

ン

鼠
ヨ

回

（日召不li59でr　3　月　1　日現イi：）

リ｝　　28，536八、　　　19人．増

女　　31，346／k　　　18入」曽

r汁　59，882人　　37人増
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聾
置
三
塁
三
麗
：
8
量
莚
・
あ
罷
冒
◎
置
：
甕
－
蓉
τ
盆
奪
．
9
聾
。
・
3
コ
口
§
B
三
響
三
3
響
8
i
三
§
三
§
宝
…
三
8
馨
会
聾
・
邑
聾
重
讐
●
霧
冒
蔭
i
三
■
響
Ω
響
益
躍

　
入
学
当
初
の
r
ど
も
は

，
新
し
い
環
境
の
中
で
い
ろ

…
い
う
な
こ
と
に
神
経
を
使

・
　
い
、
疲
れ
て
い
ま
す
。
睡

O

　
眠
不
足
で
朝
寝
坊
を
し
な

　
い
よ
う
、
夜
は
早
め
に
寝

．
か
せ
、
朝
は
登
校
時
間
に

・

　
余
裕
を
持
た
せ
て
送
り
出

　
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
口
明
日
の
準
備
は
寝
る
前

，
に
さ
せ
る

　
　
忘
れ
物
を
し
た
た
め
、

　
　
新
人
学
（
園
）
児
を
交
通
事

　
故
か
ら
守
ろ
う
一
四
月
六
日

．
か
ら
一
．
五
日
ま
で
は
「
春
の
全

欄
”
国
h
父
涌
娼
安
全
運
動
」
の
三
明
…
側

　
で
す
。

●

　
　
こ
と
し
は
、
①
f
ど
も
と
高

…
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
②
．
．

…
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
、
③
シ

晒
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

・
用
の
推
進
一
を
柱
に
、
各
地
で

酔
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
．

・
　
新
学
期
を
控
え
て
、
ま
ず
お

，
母
さ
ん
に
心
が
け
て
い
た
だ
き

　
た
い
点
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、

…
口
登
校
時
間
に
余
裕
を
持

　
　
た
せ
る

…

　’鳶期■■
耳川にもようやく春のきざしが
■001●，●■o閃1，0聞Io騨，■lo開●，鯛，閃D■■0011g，■■1開●■■■1巳，■loOl●9●噛1■●lo，噛1●o■，■欄Ill●脚■曝■1髄，●OIOII，岡911●，■lll●■馳，■■●ll，幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
途
中

　
で
あ
わ
て
て
取
り
に
帰
る
道

　
で
、
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多

．
い
も
の
で
す
。
夜
寝
る
前
に
翌

の

．
日
の
準
備
を
さ
せ
、
忘
れ
物
が

　
な
い
か
ど
う
か
を
点
検
す
る
習

　
慣
を
身
に
着
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

…
0
出
か
け
る
間
際
に
、
し
か
ら

．
な
い
よ
う
に
！

　
　
し
か
ら
れ
る
と
、
．
r
ど
も
は

．
そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
。

　
周
囲
の
状
況
が
目
に
人
ら
な
く

　
な
り
、
思
い
が
け
な
い
事
故
の

夢
■
一
撃
蓋
i
▼
蔓
医
7
爺
雷
▼
8
聾
τ
8
■
■
7
§
聾
一
一
■

　
　
も
と
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
家
を
出
る
と
き
は
、
笑
顔
で
「
い

　
　
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
　
伽

　
　
け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
■
指
定
さ
れ
た
通
学
路
を
歩
か
　
，

　
　
せ
る
よ
う
に
！
　
　
　
　
　
　
　
州

　
　
　
入
学
前
に
、
お
母
さ
ん
が
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
ど
も
と
一
緒
に
指
定
さ
れ
た
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
学
路
を
歩
き
、
横
断
歩
道
の
正

　
　
し
い
渡
り
方
、
信
号
の
見
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

　
　
標
識
の
意
味
な
ど
を
勉
強
し
合

　
　
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
臨
下
校
時
は
道
草
を
さ
せ
な
い
　
ゆ

　
　
下
校
時
は
、
勉
強
が
終
っ
た
　
験

　
　
　
解
放
感
か
ら
道
草
を
し
が
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
ち
で
す
。
学
校
が
終
わ
っ

融
働
醗
縫
…

講
縫
…

　
　
　
で
は
見
立
ち
ま
せ
ん
。
白
，

　
　
　
や
黄
色
な
ど
の
明
る
い
色
，

　
　
を
選
び
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚

　
　
　
ま
た
、
で
き
る
だ
け
物
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

　
　
た
せ
な
い
よ
う
に
。
持
ち
物
が
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
負
担
に
な
っ
て
、
周
囲
に
対
す
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哺

　
　
る
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち

　
　
で
す
。

　
　
■
お
母
さ
ん
が
良
い
お
手
本
を
殉

　
　
示
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
睡

　
　
　
f
ど
も
は
、
大
人
や
年
ヒ
の
”

　
　
f
の
ま
ね
を
す
る
傾
向
が
あ
り
，

　
　
ま
す
。
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

　
　
教
え
る
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
ら
母
親
が
良
い
お
手
本
と
な
る
睡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
よ
う
・
し
カ
け
ま
し
ょ
う
，
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駄
　
i

レ
代
表
団
を
迎
え
て
歓
迎
の
あ
い

　
さ
つ
を
述
べ
る
市
長
（
市
長
室
）

憩9。．

　
．
．
月
卜
－
．
κ
日
、
p
珂
h
口
少
臼
維
甲
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
f
－

市
の
日
中
友
好
代
表
団
が
日
向
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
．
行
は
、
E
鶴
肝
瀦
坊
市
人
民
政

府
外
事
胡
当
副
市
．
長
を
団
k
と
す
る

．
κ
八
で
、
．
．
月
．
．
卜
．
．
日
女
で
滞
在

し
馴
し
た
が
、
こ
の
間
、
市
民
代
人

に
よ
る
歓
週
レ
セ
ブ
シ
守
ン
や
、
宮

本
市
．
長
、
：
．
樹
議
．
長
・
E
催
の
招
｛
疑
な

ど
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
、

　
表
た
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
…
．
研
兜
尾
｝
所
・
日

・
同
医
襲
L
場
な
ど
の
各
種
L
場
を
は

ヒ
め
、
小
中
学
校
・
ひ
奏
わ
り
寮
な

凱　　名

イ

甑曝

犠II友薪都市

深
ま
っ
た
両
市
の
き
ず
な

ど
の
〃
介
種
施
設
・
人
郷
地
域
の
植
林
げ

状
況
、
終
末
処
理
場
・
市
営
住
宅
な

ど
の
建
設
E
賢
現
場
　
　
な
ど
、
四

卜
、
か
所
に
つ
い
て
の
視
察
も
行
わ

れ
気
し
た
「

　
へ
8
回
の
招
待
は
、
昨
年
し
月
に
宮

本
市
長
、
．
．
、
樹
議
長
ら
日
向
市
代
表

団
ド
几
八
が
、
灘
坊
」
巾
か
ら
の
招
き
を

受
け
、
中
国
を
訪
問
L
圭
し
た
が
、

そ
の
お
返
し
に
市
が
招
待
し
た
も
の

で
、
出
初
の
目
中
縁
組
み
に
向
け
て

交
流
の
輪
…
か
v
、
－
ら
に
広
か
り
、
瀦
坊

市
レ
一
の
友
好
都
市
締
結
に
た
き
な
．

歩
を
踏
み
出
し
圭
し
た
、

　
八
－
回
は
、
こ
の
湘
…
坊
市
招
待
の
も

よ
う
を
写
真
で
リ
ポ
ー
ト
し
、
み
な

さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

’
　
唱

O

螺
炉匹

，
F
「
p
占

は
た
…

で
め
が

館
こ
待

民
ろ
接

公
こ
の

央
ご
茶

中
ま
お

▲

汕
蕊
・
欝
籔

灘、

鍮
1蝋

1幽

晦，

矯、

釜
　’

熱
烈
歓
迎
、
そ
し
て
友
情

聖
観
，
　
　
　
　
　
・
癒

レ
亀
崎
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進

　
ち
ょ
く
状
況
を
視
察

　
財
光
寺
南
幼
稚
園
で
は
、
か
わ

　
い
い
園
児
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
、

　
た
だ
た
だ
感
激
…
：
：

　
な
ご
り
つ
き
な
い
楽
し
い
ひ
と

ぐ
と
き
で
し
た

．
暴
画
．
為

たミシ
　百ヨ
人ン
が一
管は

鷺

灘坊市田）代表団のみなさん

よう雛醗1糠へ

▲2月16日、代表団5人は市役所を訪問。市職員が出迎える中で、宮本市長と王団長とが
　固い握手を交わしました

飼諭 ＜
市
内
の
視
察
は
、
ま

　
ず
米
の
山
か
ら
…

　
（
左
）
は
ま
ぐ
り
の

　
里
（
中
）
ウ
ラ
ン
濃

縮
研
究
所
（
右
）

ンで「も三
ぺす生ち樹
ッ」まつ議
夕とれき長
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い
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ぐ
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「

川
開
始
は
、
開
通
式
終

．
咋
か
ら
で
、
先
着
し

の
か
た
に
記
念
品
お
よ

優
待
券
を
、
圭
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、
臨
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日
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進
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料
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．

初
の
有
料
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と
な
る
”
小

L
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橋
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が
こ
の
ほ
ど
完
成
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昭
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κ
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し
年
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．
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か

嚇
遣
路
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社
に
よ
り
．
L
事
が
巡

て
い
た
も
の
で
、
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長
さ
．
．
百

ヘ
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ヒ
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コ
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車
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r
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地
帯
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を
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と
と
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著
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さ
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．
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嘔
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竃
毒

¶
、飯
＼

メ

＼・

▲大王谷野球場で行われた近鉄対巨人の

　オーブン戦を観戦する代表団5人。

▲学校給食共同調理場での試食。
　「子どもたちは毎日こんなごちそうを…？」

　
　
，
国
民
年
金
の
保
険
料
は

毎
年
引
き
ト
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
と
し
の
四
月
か
ら
六
r
．
．
百

．
．
ト
リ
に
な
る
と
旧
用
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
ど
の
よ

う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
す

か
一　
五
年
ご
と
の
見
直
し
と

　
　
　
物
価
ス
ラ
イ
ド
改
正

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
年
金

　
　
　
　
　
　
の
給
付
水
準
が

　
　
　
　
　
　
ワ
ぐ
）
し
す
℃
二
↓

　
　
　
　
　
　
ノ
　
び
i

　
　
　
　
　
　
　
　
f
一
文

　
　
　
　
　
　
応
で
き
、
か
つ
、

　
　
　
　
　
　
年
金
財
政
の
．
長

　
　
　
　
　
　
期
的
安
定
を
は

　
　
　
　
　
　
か
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
少
な
く
と
も
．
κ

　
　
　
　
　
　
．
卜
酬
一
レ
一
二
．
．
．
＼
．
－
．

　
　
　
　
　
　
　
　
．
i
向
｛

　
　
　
　
　
　
ノ
「

　
　
　
　
　
　
r
貝
レ
一
口
木
仏
喫
↓
「
r
貝

　
　
　
　
　
　
客
　
．
イ
F
半
－
客

　
　
　
　
　
　
の
検
討
を
す
る

占
不

ン

キ

▲視察の中
　ありました

㍉t
では、特に木材蘭係に関心が

遭齪㌧

／

｝　　　　F

▲「市民は恵まれてい
ますネ」

財光寺北市営住宅で

ン

ね

ん

き

．
ん

　
　
　
ロ
　
　
ノ
　
　
　
コ
ラ
　
　
　
　
　
コ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
へ

こ
と
に
な
’
て
鴨
り
ま
◎
、
ま
た

物
価
に
κ
％
以
し
の
変
動
が
あ
り
た

場
合
に
は
、
こ
の
変
動
率
に
応
ヒ
て

ス
ラ
イ
ド
す
る
し
く
み
に
な
り
て
お

ノ
圭
毒
．
、

，
　
　
　
　
　
「

　
最
近
で
は
、
昭
和
浸
出
症
年
に
、

年
金
額
と
年
金
財
政
の
見
直
し
を
し

て
、
年
・
金
額
の
大
幅
な
引
き
」
げ
を

行
っ
て
お
り
ま
す
．
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
年
金
給
付
の
財
源
と
な
る
保
険

料
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昭
和
．
κ
卜
六

年
葉
を
川
r
．
κ
百
り
と
し
ま
し
た
。

以
後
、
毎
年
度
．
．
．
．
白
κ
1
，
円
つ
つ
の

引
き
し
げ
と
、
年
金
額
の
ス
ラ
イ
ド

引
き
し
げ
率
に
応
じ
た
引
き
ヒ
げ
を

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
眉
和
．
κ
レ
几
年
度
の
保

険
料
は
、
つ
ぎ
の
表
の
と
お
り
、
κ
r

．
κ
パ
ロ
．
κ
卜
－
一
．
一
ス
ラ
イ
ド
暫
を
襲
じ

て
六
「
、
．
．
白
．
、
ト
リ
に
な
り
ま
す
、

　
実
侃
買
的
に
は
、
保
険
料
の

ス
ラ
イ
ト
改
定
は
物
価
ヒ
昇

官
か
ら
．
．
年
目
、
つ
ま
り
年

金
額
改
定
の
翌
年
・
度
か
ら
に

な
り
圭
」
9
、
’

，
以
ヒ
の
よ
う
な
・
E
巳
一
－
却
｝
ご

…
埋
解
い
た
だ
キ
」
、
納
期
年
内
二

人
に
ご
協
…
力
く
だ
さ
い
。

保険料決定のしくみ

ね

ん

き

ん

・
縛
小

ン

キ

ン
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駄鳩で．

臥
暫
▲授業態度はどうかな…

　　　　　　（財光寺南小学校）

▲2月22日、市職員の見送りを受けて、
　ッァィッェン（さようなら）…・代表団
　のみなさんお疲れさまでした

・3．＝

　・ゼミ’⊃　＼　．・∴＝．＝一．．！二’こ糊

粘4月の納税蓼

塗固定黙期）転

回潔奪裂罫蔑
艇ゾん一　峯、恋融添

　▲日向漁地方卸売市場へは早
禦，

　　朝7時に…「私もセリに参
　　　　　　　　　　　　ナ　ユい
　　加しましようか…！」康培
こ　　しノしじ

　　仁さん（左）は日本語がとて

　　も上手

　
日
向
市
で
の
す
べ
て
の
ス
ケ
ジ

ー
ル
を
終
え
た
．
行
は
、
．
．
卜
．
．
日

市
役
所
の
市
長
室
で
記
者
会
見
し
、

画
師
ム
仕
川
明
間
中
の
戒
心
相
心
に
つ
い
て
つ
マ
・

の
よ
う
に
酒
り
ま
し
た
．

　
　
〃
約
．
凋
］
間
と
い
う
”
湘
州
…
川
の
罰
側

在
で
し
た
が
、
各
方
、
面
で
温
か
い
も

て
な
し
を
受
け
　
と
て
も
荷
足
し
て

い
ま
す
．
特
に
日
中
友
好
の
根
を
．
「

ビ
も
た
ち
の
心
ま
で
ド
う
せ
た
こ
と

は
、
山
市
が
．
r
〃
・
孫
々
圭
で
交
流
し

て
い
け
る
舶
、
屯
を
得
表
し
た
－

　
川
口
卜
．
か
舜
の
さ
圭
ざ
ま
な
か
好

を
視
察
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
生
活

の
様
．
r
、
企
聡
の
す
ぐ
れ
た
機
械
技

術
な
ど
は
、
湘
…
坊
市
の
近
代
化
に
役

経
済
協
力
に
も
積
極
的

緑
組
み
は
早
い
機
会
に

h
琉
つ
レ
．
－
固
い
い
引
す
、

　
支
た
、
両
市
間
の
経
済
協
か
に
つ

を
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
　
　
ロ
　
　
く
コ
　
ワ
　
　
　
　
　
ド

」
て
は
　
札
揃
郎
に
’
臼
う
k
う
努
力

す
る
つ
も
り
で
す
．

　
表
た
、
日
向
市
の
印
象
に
つ
い
て

は
、
　
コ
非
常
に
き
れ
い
な
圭
ち
で
、

」
巾
民
は
勤
勉
で
ま
じ
め
、
そ
し
て
客

好
き
な
人
が
ら
　
　
、
と
感
想
を
述

べ
・
友
好
都
市
締
算
つ
劉
は
・

、
八
’
回
の
訪
問
で
．
両
市
の
h
父
流
は
い

っ
そ
う
深
め
ら
れ
ま
し
た
．
友
好
都

市
の
縁
組
み
は
で
き
る
だ
け
目
「
く
結

び
た
い
の
で
、
こ
ん
こ
も
両
市
が
努

乃
を
続
け
た
い
、
．
と
、
か
な
り
秋
、
極

的
な
意
向
を
明
か
に
し
支
し
た
．



洗たくや炊事には必ずせっけんを使いましょう。 広鞄乙砂うが口4

表1　人件費の状況（普通会計決算）

区　　　分

ｺ和57年度

住民基本台帳入口

T8，3．31　　一．．入．．

@　　　　59，857

ll茂　出　額　A

@　　　　　　臼1】

P2，290，095

八　件　費　B

@　　　　　　「・111

Q，579，961

人件費率B／A

@　　　θθ

@21．0

（注）　八件費には、特別職の職員の給与、報酬を含みます、，

表2　職員給与費の状況（普通会計予算）

給 与・　　　　費 1八当たり

区　　　分 職員数A 給　与・費

給　　　料 職llr’1㌔ 期末勤勉
@r　’11 計　B B／A

昭和58でト度
　八
S82

　　　　臼lj

P，301，746

　　r・円

P78，210

　　　「．円

T38，828

　　　　「・円

Q，018，784

　「．円

S」88

（注）　1，職ll乎当には、退職PI1を含みません、

　　　2．給与費は、昭和58年度当初1笏㍗：に計ヒされた額であり、給’ノー改酵分

　　　　として2％を含みます、、

表4　職員の初任給の状況

日　　　　向 市 1K1

区 分
採月12f卜経 「採用21卜経

決定初fr：給 j日日の給料 初　lr：給 過日の給料
月　　　額 月　　　額

　　　　　　　　　「般行政職

1卵 106，900円

@　　　　　　一　　　　　　　　　　一

l18，900円 101，900円 112，900円

高校＾ド
9L500111 98，200円 85，900円 91，500円

表7　職員手当の状況

表3　職員の平均給料月額及び
　　　平均年齢の状況

般 行 政　職
区 　噛ｪ

」ド均給料月額 ／え 均　f卜 齢

日
ll’lj 市 220，716円

　　1｝．
@　成
R9 o

月

I
I
I
l

208，297円

　
　
歳
4
0 1

I
l

’ノ・る

なこ
ど

のには
状し　’
況
は

つた1｛
ぎ　”

の日召給
と和’ノー

おんな
り　トど

で八の
す年状
　四況
　月に
　　！フ
　日い
　現て
　在お
　のし
　職ら
　員せ
　給す

　　てが
　午定ら市
と回め’職
　　らさ員
　　れらの
表隔てに給
し耳哉いll∫与・

　　ま議は
　のす会　’

表5　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

　　　　1ゼ1

期末f…1．勤勉f’1、

国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
ぢ
に
し
な

の
審
議
を
経
て
条
例
や
蜆
則
な
ど
に
k
り

ズ

期末勤勉

r ウ
ー

退職rLレ

〉う

6　月　期

12　月　期

3　月　期

ーー

期末ア’l1

1，4月分

L9月分

0．5月つ〉

　　Ir卜　　　　　　3．8月つ＞

L　　　　l

　　　　　Ir1己都合

・一・司聞

勤統201卜

9ー

R

llワ1　吊rlL：35　でr

iノベ11たり

1F均芝給額：

25，2月つ♪

19．5月つ｝・

向 市

勤勉r当

0．5月つ〉

o．6月分

月分

　1・1月分1

　　　　11
勧
　　　・i

1．4月分

1．9月分

0．5月う〉

3．8曰う｝

o．5月つ♪

o．6月分

目分

1．1月分

　　奨IIド1己κll合：llり　　　1庭

，，月分　6。月中165．2575月分

45．g月つ♪　1　　　21月つ＞　129．6625月つ〉

72｝1分

57，75月つ〉」　；　　　　72，」ウ〉

7，．186「．｝ll　．20，413F戸1

141．25月分
55．935　月う｝’

48，125月今〉　：65．2575月ラ〉

｝　i1玉職f当の1ノベh述二り噛1粥庚給額は、前f卜度に退職した

　職Uに乞給ざね．た」F均額㍉、1．．

表6　一般行政職の等級別職員数の状況

区　　　　分 1へ：瞥及 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 。卜

｛・！撃、fl‘　ll勺　な

E　務　内　容
Ii果　k 係　k i乱　’ド iこ　‘ド il　‘ド ド　」、＝　　　　i

’　＼

_、

職　　員　　数 95八 51人 56人 65八 12八 8八 287人

橘　　成　　／’ヒ 33．1％ 17．8θη ．19．5％ 22．6％ 4．2％ 2．8％ 100％

表8　特別職の報酬などの状況

区　　　分
’♪

P　　料
窒求@　　酬

　　　　　期

@　　　　　　　16　月　期

　　　　末

奄Q　月　員：月

　　r・

@　　　　　　　！3　月　期　　　　　　　　　

当
　
　
1
，
卜

市　　　長 62〔Lo〔〕｛｝円 1

助　　　役 500，000円 L4月分 L9月分 0．51j分 3．8月分

収　人　役 450，00〔｝円

、義　　　長 29｛｝，ooOlり

1
1

副　、1義　長 255，0001り 1．4月分． L9月分 0，5月分 3．8月分

1、義　　　貝 235．000円 　　　　　　　　　I
h　　　　　　　　　I

（注）　　　日召和157「「　7　月　l　il己｛（りヒ

弍
ρ
～
ρ
工
毒
頃
ρ
一

1…㌦◎　…　　　　h…㌦…　　　　　　、◎、◎、　　　　　　　　柄…　　◇協…　　　柄“　　柄…柄　　　　柄◇、◎　　…　　　一…・…一一・一…一…一隔堂

〔例）

内ギ詣1止日月と劇ll更（ノ）、1｝二き方

　
昭
和
の
年
口
月
0
目
付
で
、
黄
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
の

氏
に
勧
め
ら
れ
、
学
・
習
教
材
口
の
．
契
約
番
ロ
ゲ
、
の
旧
人
契

約
を
L
女
し
た
が
、
都
へ
目
に
よ
り
解
約
し
た
い
の
で
芝
羽
済

み
の
口
臼
円
を
直
ち
に
返
金
し
て
く
だ
さ
い
、

昭
和
の
年
．
．
月
n
日

　
　
　
　
　
氏
名

あ
．
・
完

契
約
解
除
に

／）

い
て

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
と
ほ
、
営
裳
所
以

外
の
場
所
＼
売
買
契
約

の
申
込
み
ゃ
締
結
を
し

た
場
八
日
、
後
に
な
η
て

そ
の
」
藺
品
が
本
申
1
に
必

．
要
で
あ
る
か
ど
う
か
を

ヘ
リ
臨
班
．
一
レ
弓
え
百
．
し
、
も

し
必
．
要
で
な
い
と
判
断

し
た
と
き
は

　
　
　
　
　
無
条
件
で
申

込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除

が
で
き
る
制
度
を
い
い
ま
す

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期

…
川
は
、
レ
冗
…
貝
契
約
の
巾
∴
込
み

や
締
結
を
し
た
H
を
含
め
て

四
日
以
内
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
k
目

．
血
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
は
で
き
る
だ

け
”
内
容
証
明
郵
便
”
を
使

川
し
ま
し
よ
う
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適

クーリング・オフ箭陵

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
資
質
の
向

ト
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
公

．
止
な
取
引
秩
序
境
び
消
費
者

保
護
の
充
実
を
期
す
る
も
の

で
す
．
消
費
齢
と
し
て
は
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
登
録
融
の

－
瓦
．
小
を
求
め
、
優
良
セ
ー
ル

ス
マ
ン
か
ど
う
か
の
判
断
材

粒
ヒ
3
る
こ
レ
　
は
良
い
．
」
レ
」

幽
す
か
、
登
釘
国
を
過
信
せ

す
　
必
、
要
か
ど
う
か
を
冷
静

に
な
コ
て
考
え
る
な
ど
の
慎

屯
な
態
度
か
必
．
要
で
す

11方問販売員教育登録証

業手ギ／o〔：II．Irl等）

氏　　名

登録番サ．

所属団体

ピコ．ウガハ→一コ

12．345　678　　彦霞

　　　〔Iu．1協
　　　
鮒年月日Ill召和　｛iこ目

会
日

与：

l
l
‡

ρ
頴
藍
炉
葦
～
多

三
二

＿＿…＿＿＿＿＿＿．＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿」

♂
董
蚕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

用
さ
れ
な
い
場
合

　
ゆ
商
品
を
現
金
で
購
人
し
た
場
合

＠
乗
川
自
動
卓
　
O

　
ゆ
化
粧
品
、
防
虫
剤
な
ど
の
よ
う

に
使
う
と
商
品
乳
下
が
な
く
な
る

も
の
　
訪
問
販
売
員
登
録
制
度

　
訪
問
販
売
貝
登
録
制
度
は
、
祉
団

法
八
日
本
訪
…
問
販
売
協
会
が
通
」
蘭
産

業
省
の
委
託
を
受
け
て
、
昭
和
κ
卜

六
年
四
月
．
日
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
、

　
こ
の
制
一
度
の
ね
ら
い
は
、
セ
ー
ル

ス
マ
ン
に
対
す
る
教
育
を
実
施
し
、



川や海を汚す大きな原因は合成洗剤です。

”
羅
”
寵
罪
繁
レ

　
私
た
ち
の
生
活
の
・
甲
で
、
す
っ
か

り
お
な
じ
み
に
な
っ
た
”
乾
電
池
”
．

　
も
っ
ぱ
ら
懐
中
電
灯
用
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
乾
．
電
池
は
、
今
で
は

カ
メ
ラ
、
時
計
、
補
聴
器
、
．
電
卓
、

電
気
カ
ミ
ソ
リ
…
…
と
、
あ
・
一
・
ゆ
る

物
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
乾
．
電
池
は
使
用

さ
れ
た
後
、
　
一
般
の
ゴ
ミ
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
乾
電

池
の
使
用
量
が
増
え
る
に
し
た
が
っ

て
、
そ
の
中
に
含
主
れ
て
い
る
”
水

銀
”
に
よ
る
大
気
汚
染
、
L
譲
汚
染

な
ど
が
大
き
な
社
会
悶
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
乾
．
電
池
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
水
銀
の
含
有
量
が

も
っ
と
も
多
い
の
は
”
ア
ル
カ
リ
鞄

電
池
”
で
、
カ
メ
ラ
の
ス
ト
ロ
ボ
、

小
型
の
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
な
ど
に
使

川
さ
れ
て
い
ま
す
．
次
に
多
い
の
が

”
水
銀
．
電
池
”
で
、
　
“
ボ
タ
ン
形
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
　
と
も

みなさんのご理解とご協力を

呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

用
途
は
カ

メ
ラ
、
腕

時
計
な
ど
。

あ
と
は
並
日

通
の
乾
電

池
・
マ
ン

ガ
ン
記
．
電

」
’
戸
宏

泄
｝
グ
肛

に
な
り
て
　
．

　
ま
番
「

し
　
　
　
　
ド

　
こ
の
乾

じ
也
．
一
よ

る
環
亮
．
与

　
r
～
｝

染
を
防
止

す
る
た
め
、

　
日
知
屋
小
学
校
一
年

　
　
　
ま
つ
ば
ら
　
あ
や
こ

お
か
あ
さ
ん
の
な
み
だ

　
わ
た
し
は
、
え
い
が
を
み
て
、
こ

わ
か
っ
た
で
す
、
わ
た
し
は
あ
あ
い

う
ふ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ま
り
こ
ち
ゃ
ん
も
、
く
ち
が
し
ゃ

べ
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
い
っ
か
な
お

る
と
お
も
い
ま
す
．
そ
ん
な
ふ
じ
ゆ

う
な
ひ
と
は
　
い
・
し
ょ
う
け
ん
め

い
に
が
ん
ば
っ
て
、
く
ら
し
て
い
る

と
お
も
い
ま
す
．
た
と
え
ば
、
あ
し

が
な
い
ひ
と
は
、
く
る
ま
い
す
に
の

η
て
み
ち
を
い
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
口
わ
た
し
は
そ
う
い
う
ふ
じ
ゆ

う
な
ひ
と
が
が
ん
ば
ワ
て
い
る
の
を

み
て
、
つ
よ
い
な
あ
と
お
も
い
ま
し

た
。
よ
る
に
な
り
た
ら
、
ご
は
ん
を

た
べ
る
と
き
、
ど
う
す
る
の
か
な
あ

と
お
も
い
ま
し
た
，

　
ひ
ゆ
う
が
に
も
、
め
が
み
え
な
い

ひ
と
が
さ
ん
ぽ
を
し
た
り
、
せ
り
け

ん
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
う
ワ
た

り
し
ま
ポ
、

　
ま
え
　
K
ち
ぺ
ん
ダ
お
に
」
ち
ズ

ん
が
、
め
が
み
え
な
い
ひ
と
に
、
い

市
で
も
、
市
役
所
［
庭
々
津
、
岩
脇
、

細
島
の
各
支
所
を
含
む
一
を
は
じ
め

市
内
の
小
中
学
校
、
中
央
公
民
館
な

ど
．
．
卜
症
か
所
に
”
使
用
済
み
乾
電

池
回
収
箱
”
を
設
置
し
ま
し
た
目

　
ま
た
、
市
内
の
電
気
店
、
カ
メ
ラ

し
を
な
げ
て
い
ま
し
た
．
そ
れ
を
み

た
お
か
あ
さ
ん
が
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、

な
き
な
カ
ら

　
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

の
で
す
か
．
も
し
、
あ
な
た
た
ち
の

お
か
あ
さ
ん
や
お
と
う
さ
ん
が
み
た

ら
、
　
い
り
ば
い
か
な
」
む
の
で
す

よ
：
：
：
U

　
と
い
　
て
　
お
こ
・
て
お
い
だ
し

ま
し
た
．
そ
れ
で
、
目
が
み
え
な
い

ひ
と
が
、

　
　
詑
り
カ

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
］
と

お
れ
い
を
お

か
あ
さ
ん
に

い
い
ま
し
た
、

そ
れ
を
み
て
、

み
え
な
い
ひ
と
は
、
あ
ん
し
ん
し
て

か
え
っ
て
い
き
ま
し
た
、
お
か
あ
ざ

ん
も
な
き
な
が
ら
、
り
ち
に
は
い
り

目
し
た
、

　
こ
ん
な
こ
と
が
も
う
な
け
れ
ば
い

い
な
あ
、
み
ん
な
な
か
よ
く
く
ら
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
あ
．

ち
ょ
り
と
は
き
た
な
い
と
川
い
い
ま

す
．
か
み
の
け
か
ぼ
さ
ぼ
さ
で
、
ふ

く
が
ち
ょ
り
と
く
ろ
く
て
、
な
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

・
瀞
　
　
恕

課

．
町
∬
・
汗
、

まつばらあやこさん

わ
た
し
は
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
と
お

も
い
ま
し
た
、
い
も
う
と
の
す
み
こ

も
み
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
目
が

店
口
、
畔
コ
早
川
店
胴
に
も
回
収
箱
　
の
設
置
を

強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

　
こ
の
方
法
を
定
着
さ
せ
、
回
収
の

効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
ぜ
ひ
必
要

で
す
．
私
た
ち
の
日
向
市
を
汚
染
の

◎
⑥
凶
⑨
◎
⑥
、
◎
、
◎
、
◎
、
◎
，
◎
、
◎
図
◎
、
◎
（
◎
（
◎
、
◎
、
◎
、
◎
、
◎
，
◎
、
◎
、
◎
，
◎
、
◎
嗣
、
◎
，
◎
，
◎
，
◎
、
◎
、
◎
，
◎
、
◎
，
◎
、
◎
，
◎
δ
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

L
を
指
．
撤
す
る
か
た
が
い
ま
す
。

　
確
か
に
そ
の
あ
た
り
に
胃
は
あ
り

ま
す
が
、
胆
の
う
も
ト
．
．
指
腸
も
す

い
臓
も
あ
り
、
時
に
は
心
臓
の
痛
み

で
さ
え
そ
こ
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も

財
光
寺
南
小
学
校
二
年

　
　
　
さ
い
と
う
み
よ

な
か
ま
は
ず
れ

　
わ
た
し
は
　
M
ち
ぺ
ん
を
な
か
ま

は
ず
れ
に
し
た
．
み
ん
な
が
M
ち
ゃ

ん
の
こ
と
を
、
で
ん
き
ま
ん
と
か
、

く
さ
れ
も
も
と
か
い
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
そ
こ
ま
で
は
い
わ
な
い
け

れ
ど
わ
た
し
も
M
ち
純
ん
の
こ
と

な
い
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

も
、
使
用
済
み
の
乾
電
池
は
必
ず
、

も
よ
り
の
回
収
箱
へ
剥
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
顧
い
し
ま
す
、

事
業
認
可
を
受
け
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
き
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん
じ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
、
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
が
は
な
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ら
　
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
く
か
わ

い
そ
う
だ
な
あ
と
思
り
て
き
ま
し
た
．

わ
た
し
が
い
わ
れ
た
ら
、
く
や
し
く

て
、
な
い
て
る
だ
ろ
う
な
あ
．

　
そ
れ
な
の
に
M
ち
ゃ
ん
は
さ
び
し

そ
う
な
須
を
し
て
、
に
げ
て
ゆ
き
ま

す
。
M
ち
ゃ
ん
は
、
な
く
の
を
が
ま

ん
し
て
、
ま
い
日
ま
い
日
、
学
校
に

き
て
い
ま
す
、
こ
れ
か
ら
は
　
M
ち

ぜ
ん
の
こ
と
を
き
た
な
い
と
カ
　
く

さ
れ
る
と
か
い
わ
な
い
で
、
M
ち
ゃ

ん
と
な
か
よ
く
あ
そ
ぶ
よ
う
に
し

　
く
わ
し
く
は
、
市
都
市
計
画
課
・
容

内
線
し
．
．
．
．
〕
ま
で
ど
う
ぞ
。

ま
す
、

　
で
も
、
S
さ
ん
は
圭
だ
く
さ
れ
る

と
か
、
で
ん
き
ま
ん
と
か
い
っ
て
い

ま
す
、
わ
た
し
は
、
か
わ
い
そ
う
だ

な
あ
と
川
じ
し
ま
す
、
S
さ
ん
た
ち
は

か
わ
い
そ
う
と
川
い
わ
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
わ
た
し
が
、
く
さ
れ
て
る
と
い

わ
れ
た
ら
、
い
や
な
気
も
ち
だ
ろ
う

な
あ
、
　
わ
た
し
は
M
ち
誓
ん
と
も
あ
そ

び
、
み
ん
な
と
も
あ
そ
び
、
み
ん
な

と
な
か
よ
く
、
た
の
し
く
あ
そ
び
ま

す
。
わ
た
し
は
ば
か
だ
な
あ
。
な
ん

で
い
ま
圭
で
、
M
ち
ゃ
ん
を
い
ヒ
め

て
き
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
な
ん
で
か

な
あ
と
、
い
ま
に
な
、
て
思
い
圭
す
。

　
M
ち
ゃ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
こ

れ
か
ら
は
、
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
で

く
だ
さ
い
。
も
う
、
な
か
ま
は
ず
れ

は
し
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う
に
、
は
ん

と
う
に
、
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
M
ち

ゃ
ん
、
こ
ん
な
い
じ
わ
る
な
わ
た
し

で
も
、
と
も
だ
ち
に
な
つ

さ
い
。

竣総細蟹望
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ク

訟
聴

り
運
一

．
痴
か

て
く
だ

H
知
屋
財
光
寺
通
線
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八
－
同
は
患
者
さ
ん
が
診
察
を
受
け

る
と
き
の
”
心
得
”
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
．
①
服
装
は
あ
ま
り
重
ね
牧
4
1
を
し
な

す
。

＝その25＝

い
で
幡
問
…
甲
に
…
睨
衣

で
き
る
程
度
が
望

ま
し
い
、
危
病
の

場
合
は
も
ち
ろ
ん

別
で
す
が
、
定
期

的
に
診
察
を
受
け

る
と
き
は
、
す
ぐ

悦
げ
る
こ
と
が
．
宍
．

師
に
と
り
て
も
患

レ
羽
に
と
・
て
も
回

合
の
良
い
こ
と
て

　
②
一
白
分
の
病
気
に
対
し
て
先
人
観

を
も
た
な
い
こ
と
、
た
と
え
ば
、
コ
胃

が
痛
み
ま
す
一
と
詫
っ
て
、
へ
そ
の

　
　
（
係
か
ら
）
編
集
の
都
合
に
よ
り

診

察

の
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
③
病
院
で
診
察
を
受
け
た
結
果
、

他
の
病
院
を
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
づ
、

　
紹
介
さ
れ
た
病
院
が
少
し
遠
い
と

心’

得

あ
る
の
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
待
ち
時
間
が
．
k
い
と
か
の
事
情

　
「
へ
そ
の
ヒ
の
方
が
痛
い
の
で
す
　
　
は
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
．
不
安
な
毎

ね
巳
と
問
い
返
す
と
一
い
い
え
、
胃
　
　
日
を
過
す
よ
り
、
指
．
小
に
し
た
が
つ

が
痛
い
の
で
す
巳
と
強
い
口
調
で
答
　
　
て
す
ぐ
に
実
行
す
る
こ
と
が
た
い
せ

え
る
…
…
．
先
入
惑
を
も
た
な
い
こ
　
　
つ
で
す
。

　
　
、
「
カ
メ
ラ
東
西
南
北
」
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
一
日
知
屋
財
光
芋

通
線
の
事
裳
は
、
昭
和
症
卜
四
年
度

に
．
部
区
間
の
事
業
認
可
を
得
て
、

L
事
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
地
図
の
と
お
り
全
．
区
間
に
つ
い

て
の
変
．
史
事
業
認
．
円
を
得
ま
し
た
。

　
賢
裳
が
許
可
さ
れ
ま
す
と
、
計
画

道
路
に
か
か
る
ヒ
地
の
形
質
を
変
．
史

し
た
り
、
ヒ
地
・
建
物
を
譲
渡
し
た

り
す
る
の
に
、
都
市
計
画
法
の
種
々

の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
関
係
地
権
者
の
か
た
は
こ
注

甑
U
く
だ
さ
い
口

　
ま
た
、
関
係
地
権
者
の
か
た
に
は
、

後
H
説
明
会
を
行
う
．
r
定
で
す
、

手
話
サ
ー
ク
ル

　
　
　
受
講
生
を
募
集

　
日
向
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
日
向

ヂ
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
ド
几
卜
瓦
年
・
度

r
話
講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
▽
講
習
日
1
1
毎
週
木
曜
H
、
午
後

し
専
か
ら
几
呼
ま
で

　
▽
場
所
一
市
中
央
公
民
館

　
▽
受
講
料
一
．
κ
百
円
⊃
丁
キ
ス
ト

代
）　
▽
開
溝
式
一
四
月
卜
．
．
日
、
乍
後

し
時
か
ら
。
筆
記
用
具
と
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
申
し
込
み
期
間
1
1
四
月
．
H
か

ら
四
月
卜
．
日
ま
で
　
・

　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
一
市

福
祉
事
務
所
琶
入
障
害
係
【
容
内
線

五
L
ハ
し
、
　
．
κ
L
ハ
八
〕
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国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
4
月
か
ら
月
額
盈
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
左
表
の
と
お
り
、
月
額
六
三
二
百

．
一
1
，
円
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
額
が
物
価
ヒ
昇
な

ど
に
合
わ
せ
て
毎
年
増
額
さ
れ
て
い

く
た
め
に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
年
金

額
に
見
合
っ
た
保
険
料
を
納
め
て
い

国民年金の納付額と納期限

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で

す
。　
保
険
料
は
、
そ
の
人
の
収
人
や
年

齢
、
性
別
仁
関
係
な
く
定
額
で
す
が
、

将
来
少
し
で
も
高
い
給
付
を
希
望
さ

れ
る
か
た
に
は
、
付
加
年
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
、
月
額

四
百
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
四
月
か
ら
来
年
の
三

月
ま
で
の
］
仕
分
を
四
月
二
卜
八
日

ま
で
に
一
括
し
て
前
納
で
き
ま
す
。

前
納
す
る
と
千
八
百
円
割
引
き
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
制
度
や
、

地
区
の
納
付
組
合
な
ど
の
納
付
方
法

を
利
用
す
る
と
納
め
忘
れ
が
な
く
安

心
で
す
。

募
集
し
ま
す

大
王
谷
中
の
校
歌
と
校
章

納付額 納　期　限
一

第1期（4，5月分』 12，440円 昭和59年5月1日
@　　．　　　　一

@　　　　一
12，440円

　　　　　　　　　一
ｺ和59年6月30日

第3期（8，9月分）一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　．　　　　　　一

P2，440円

@　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　一

ｺ和59年8月31日

　一
P2，440円

．　　一　一　　『　　．．一一　　　　　　　．　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

ｺ和59年10月31日

　　　　　　　　　　　． @　　　一
P2，440円

@　　　一@　　　　　　一@　　　　　　　．　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

ｺ和59年12月25日

第6期（2，3月分）
　．　　　　　－　　一　　　　　　　一

P2，440円
一　　一@　　　．　　　　　　　一@　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　一　　　　　　　　．

ｺ和60年2月28日

付加年金のかたは1期分が800円高くなります

　
市
が
大
旺
谷
の
細

島
臨
海
工
業
地
帯
を

見
お
ろ
す
高
台
に
建

設
を
進
め
て
き
た
大

E
谷
中
学
校
は
、
ほ

ぼ
完
成
し
、
四
月
一

日
の
開
校
を
待
っ
て

い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で

は
、
同
中
学
校
の
開

校
に
先
だ
っ
て
同
校

の
校
歌
と
校
章
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
こ
心

募
く
だ
さ
い
、

　
▽
資
格
1
1
市
民
お

よ
び
市
内
に
勤
務
場

所
を
有
す
る
か
た
。

　
▽
校
歌
　
歌
詞
の
み
と
し
ま
す
。

（
た
だ
し
三
番
以
ヒ
と
し
ま
す
。
）

　
▽
校
章
一
官
製
は
が
き
に
図
柄
を

浮
き
、
余
白
に
そ
の
簡
単
な
説
男
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
応
募
締
め
切
り
一
四
月
三
十
日

（
当
日
消
印
有
効
）

　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
せ
一
歌
学

校
尉
教
ム
目
課
　
（
面
0
内
線
閲
口
］
L
ハ
）

　
▽
そ
の
他
1
1
採
用
分
に
つ
い
て
は

記
念
品
を
送
り
ま
す
。

富
島
高
校
定
時
制
課
程

　
志
願
者
を
募
集
中

　
県
立
富
島
高
等
学
校
定
時
制
課
程

で
は
、
入
学
志
願
者
の
二
次
募
集
を

次
の
要
領
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
▽
募
集
学
科
名
1
1
商
業
科

　
▽
募
集
人
員
1
1
若
．
卜
名

　
▽
入
学
願
書
受
付
期
間
一
　
二
月
二

卜
九
日
正
午
ま
で
。

　
▽
学
力
検
査
・
面
接
期
日
一
三
月

．
ニ
ー
．
日

　
▽
学
力
検
査
教
科
一
国
語
・
数
学
・

英
語
　
▽
合
格
発
表
期
日
一
三
月
三
卜
一

1
．
．
　
ハ
り
し
k
J

一
右
一
・
目
ノ
ー
へ

　
▽
人
学
願
書
一
同
校
で
交
付
し
ま

す
。　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
1
同

校
定
時
制
（
費
②
二
一
κ
八
、
夜
間

は
②
四
〇
し
五
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

1．水田標準小作料（水稲1〔｝a’1なり）

�A“小f乍料

S50k9以L　　　　　一

R51～499kg R50kg以ド

24，000円 @　　　　　　　　一
@17，000円

@　一　　一　　　　一

@11，000円

2。畑標準小作料（10a当り）

也区

小角　＊1

量、、毒忌一一突。。詣一 卜　畑

5，00011」

農土

標準

3．参考小作料（たばこ10a当り）
域
．

　
【
問
題
】

　
市
町
村
の
議
会
の
○
員
の
定
数
は

地
方
○
治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
基
準
は
人
口
に
よ
り
ま
す

が
、
日
向
市
の
現
在
の
O
数
は
一
．
一
卜

八
で
す
。

　
▽
右
の
O
に
は
ど
ん
な
文
字
が
あ

て
は
ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
が

き
に
書
い
て
、
本
町
卜
番
症
ロ
ゲ
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
四
月
レ
日
ま

で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
止
解
者
多

数
の
と
き
は
、
抽
選
で
．
．
．
人
の
か
た

　　247k9

42，0〔》olり

　　農土也レく：ラ｝

巷一「弓．収．一量

参考小作料

標
準
小
作
料
を
改
定

　
農
地
の
綜
準
－
お
よ
び
参
考
小
作
料

が
、
別
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
．

白ばらクイズ（85）

に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
な
お

は
が
き
に
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

．
電
話
番
ロ
ゲ
を
は
っ
き
り
記
人
し
て
く

だ
さ
い
。

　
先
月
ロ
ゲ
は
，
一
一
一
「
挙
一
「
有
一

が
正
解
で
、
応
募
．
∴
－
．
．
．
通
、
正
解

．
、
．
卜
．
通
で
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
か

た
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
・

　
V
河
野
喜
代
ヂ
〔
細
島
八
坂
．

　
〉
近
藤
．
．
．
郎
　
　
「
細
島
高
々
谷
、

　
〉
園
川
英
．
r
n
新
生
町
．
．
．
一
目
　

　
麗
地
の
貸
し
借
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
小
作
料
の
決
め
方
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
農
地
法
に
よ
る
統
制
小
作
料
が
昭

和
κ
－
r
五
年
九
月
で
廃
止
さ
れ
、
現

在
で
は
市
農
業
委
員
会
が
決
め
る
標

準
お
よ
び
参
考
小
作
料
を
目
安
に
、

お
圧
い
の
話
し
合
い
で
決
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
定
は
、
三
年
ご
と
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
そ
の
年
に

当
り
、
昭
和
κ
卜
九
年
四
月
か
ら
昭

和
六
レ
一
年
三
月
ま
で
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
マ
マ
忘
れ
な
い
で
ね

　
四
月
の
噌
歳
六
か
月
児
の
健

康
診
査
は
、
四
月
十
九
日
の
午

後
一
時
か
ら
市
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
（
盈
内
線
五
九
五
）
で

行
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
七

年
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で

す
。
診
査
に
は
、
母
子
健
康
手

帳
も
忘
れ
ず
に
！

　
　
一
歳
六
か
月
児
検
診

マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
ろ
う

　
　

％
幸
福
壮
年
マ
ラ
ソ
ン

　
”
春
の
日
向
路
”
を
マ
イ
ベ
ー
フ
、

で
走
ろ
う
　
　
こ
と
し
で
八
川
目
を

はが 朋

★
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
ご
協
力
を
！
（
市
区
三
連
）

宮江

ﾌ1

h良

訟堀． T
　
・
原
：
方

東山

E∵・：

畑公

江1

向1以往余　1

秋道切．中 住あ黒熱鱗撚1輪讐
撫 場柳

l
l
川
　
1

野
黒
木
夷
E

大
E
谷
界
母
界

　園
@通
@り

@原

P
木
1
川
合
「
1
き
1
藤
「
　
r
　
夫
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
原
　
田

町
一
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
．
成
尊
母

松過

　1謔P村「並
齔X壱野

Pド岐1巳

閨fi「

4月の休日在宅医

又ﾔ医が変史する揚合もあり

ﾜす、，テレフィンサービス…・

i管（3U21引で碓認を．ノ

磐崎
中
児
児
k

新
財
市
谷
勉
明
妻
谷
セ

石
寛
母
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
野
元
重

　l

新柏信1鰐1豊IIE恵1恵

wT」「1江凶義

t
菓
定
雄
母
松
葉
ヨ

鶴
田
r
柏
田
俊
弘
父
柏
田
藤
市

の
し
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
宇
田
津
静
江
父
宇
田
律
1
圧
r

島
山
美
父
森
澤
’
〔

た
た
か
い
ご
寄
附
，
見
祓
四
百

目 1今　療　　科　　目 病（医）院名 fiこ所 電　　　剛后

浦
黒
工
夫
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
黒
木
寅
蔵

目
木
廣
r
夫
．
　
　
　
　
一
鈴
木
篤
美

瀬
長
野
r
I
f
之
亟
母
長
野
澤
ノ

留
．
高
木
t
l
子
丸
高
木
l
E

所
寄
附
昔
名
続
柄
己
く
な
ら
発
発

産婦・外・胃腸・放 ．＝木医院 往　還 ④4468
父・父1た

期一…に　’スか月か加　ぺ限人市な　1・タ　ら．二　りし　　　ll二役つキ　iでト　　て　　ス三f所でロ　ト三九　　健　　で月　κ前いがは会li　　康　　走三百広ま午1〔式　’　仲　　ろト円場す前キが受　　間　　う日　　　　　L〕i一ロ午付　　　を　　　と

ｽの　　　　　　　　さ課向　　まが模日　　窓ん’走▽で’様向　　i　口　へ8ろ申＿

ｫ雛0　し口　　　　　　　郎理日

1 内　・　小　児　科 日1中医院 江良田∫ ②2515

美
父
壱
岐
【
白
：

粘　　　神　　　科 協和病院 往　還 ④2806

母
　
　
．
黒
　
木
　
フ
ク
エ

夫
　
　
　
福
　
田
　
　
　
実

丸
柳
田
1
畳
F
夫

夫
黒
木
久
友

整　　形　　外　科 鮫島医院 原　田1’ （2）8191赤
木
伝
之
助

林
田
鋼
一
　
．
　
　
　
曾

成
合
ト
ヨ

8 内　・　胃　腸　科
，l

註X医院 原　町 ②4046

忠
継

多
ヲ 公
人

・1：

産　婦　人　科 永川医院 鶴　田1』 （2）3388

至 イ
r

郎
占 月’ @　・1咽喉科 長川医院 原　田1’ ②0266

15

外科・胃腸科 大久保医院 曽根町 ②5338
内・放・・ト児科 白イゴ病院 門lll町

③
1
3
6
5
一

外・整外・胃腸科 此元医院 北　田J’

②
5
4
8
8
一

22
内　・　小　児　科 日1白」内科医院 原　田∫ ②0880

産婦・肝門科 篠原医院 門川町 （3）1059
o
電
報
電
話
局

お
客
駐
車
場

蕨　形　外　科 三ケ尻医院 鶴　町 「②5557

l
l
，
摩
1
翼
轟
毒
箕
［
税
∫
・

灘慰難　あ叛薦
ﾋ華雛）鍵彫　鋤害　　　麟存

　
糞
含
　
窓
入
　
ロ

毒
岡
国
道
1
0
号
線
宮
騨

29 内　　　　　　　科 松岡医院 原　田f ②5407

皮膚・泌尿器科 沼田医院 原　田f ②3785
口難㌶

内　科　・　外　科 浦ヒ医院 曽　根 ②2936
・一 s内　　　　　　　　　　　　細島→

30

耳鼻　・咽喉科 111日医院 i＝田f ②2203

内　・　精　神　科 鮫島病院 権現原 ①4043

電日
・面’1」

り市
回本
代町
）し

駐番

しi’

　鉦
番号
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